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酒米新品種を活用した
輸出用日本酒新製品の開発

兵庫県立農林水産技術総合センター
農業技術センター

【技術の活用】地域における酒米生産の歴史、日本酒醸造に関する酒造メーカーの「ストーリー」を酒米新
品種と新製品に融合することで、輸出用新製品のブランド化を進めます。
また、酒米研究交流館（加東市）を活用して、県下酒造メーカーに情報提供し、「兵庫錦」「Hyogo Sake 
85」の利用促進と輸出用日本酒製品の新たな創出に貢献します。
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アグリビジネス創出フェア2018、香港ワイン＆スピリ
ッツでの研究成果の発表

【輸出対象地域における日本酒の市場調査】

兵庫錦

山田錦

Hyogo Sake 85

【輸出用日本酒新製品のコンセプトの例】

【酒米新
品種】

香港Sake CentralでのPRと嗜好調査

【酒米新品種を用いた輸出用日本酒新製品】 【輸出用日本酒新製品のプロモーション】

【背景・目的・成果】
◆日本酒の国内消費が低迷している一方で、輸出は右肩上がりで増加傾向にあるため、現在、輸出用の
日本酒製品に期待が集まっています。
◆そこで、兵庫県では、次世代酒米コンソーシアムを活用し、県内酒造メーカー7社と共同で、酒米の新品
種「兵庫錦」「Hyogo Sake 85」を用いた輸出用日本酒新製品の開発に取り組みました。
◆その結果、「兵庫錦」は、吟醸、大吟醸酒を好む香港市場向けに、「Hyogo Sake 85」は、純米酒等を好
む欧州向けに合計8つの新製品を開発しました。


